
 

 

 

 

 

 
時代とともに進化する教科書 

                               校長 清水由美子 

 

自宅の断捨離をしていたところ、３０年以上ほぼ開かずの間になっていた物置から、ほこりにま

みれた昭和の初め頃の教科書が５０冊ほど出てきました。 

中には、９０年近く前の小学校、正しくは尋常小学校の教科書もありました。当時の文部省発行

のものです。国語読本（国語）、算術書（算数）、理科書（理科）、地理書・国史（社会）、綴り方、

修身書など、教科の名前も今とは違っていて、高等小学校（今の中学校）の教科書には女子用、男子

用と表記されたものもありました。 

国語読本（国語）には「さるかに合戦」や「桃太郎」のお話が取り上げられていますが、すべてカ

タカナで書かれています。昭和２２年頃までは、子どもたちが最初に習う文字はカタカナだったそ

うです。また、修身書のモクロク（目次）には「ジコク ヲ マモレ」「モノ ヲ ソマツ ニ アツカウ

ナ」「ヒト ニ メイワク ヲ カケルナ」など、今も変わらない大切なことや現代の SDGｓにつながる

内容も書かれていました。 

これは捨てられないなと思い、市立博物館に相談したところ、引き取っていただけることになり

ました。ちょっとおおげさですが「寄贈」ということになるそうです。博物館で保管や展示をして

いただくことで、子どもたちの学習に少しでも役立つことを願っています。 

さて、令和６年度（来年度）は小学校の教科書が新しくなります。子どもたちが今後４年間使用す

るものです。学習指導要領（全国どの学校でも同様に学べるように、国が決めた基準。教科の目標や

おおまかな教育内容）は変わらないので、教科書に掲載されている内容は大きくは変わりませんが、

時代に合わせて一部の内容が変わります。読売子ども新聞によると、新型コロナウイルス感染症や

ロシアのウクライナ侵攻、棋士の藤井聡太さんなど最近の時事ニュースが掲載されているとのこと

です。算数の教科書には大リーグの大谷翔平選手が登場しているそうです。 

また、すべての教科書にこれまで以上にＱＲコードが掲載されており、実験の手順（理科）やミシ

ンの使い方（家庭科）が動画で見られたり、セミの鳴き声（生活科）を再生したりできるそうです。

子どもたちが興味を持って学習できるように工夫されているので、楽しみにしていて下さいね。 

教科書から音や動画が飛び出すなんて、私が子どもの頃には想像もできなかったことです。教科

書は時代とともに進化するのですね。 
 

 

Vol.105  ここ（校門を入ったところ）に何ができるの？ 

     

 

 

 

 

 

 

 

令和５年１０月２６日 
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表紙は 

シンプル 

 
大きさは今の 

半分ぐらい 運動場に新しい遊具を設置しています。すべり台

つきのジャングルジムです。1年ほど前に、長年使用

していたジャングルジムが、安全面から使用できな

くなり、撤去されました。１１月中には工事が終了す

る予定です。重機が入るので、工事が終わるまでは運

動場の使用に制限があります。 

新しい遊具で遊べることを楽しみに 

待っていてくださいね。 

して ＋
 

昭和の初め頃の教科書  ＋ 


